
精神的価値が成長する感性イノベーション拠点

生理研サテライト拠点の取り組み

”共感コミュニケーション技術”
人間と機械がより高度に
共感し合うための技術
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表情認識システム
顔表情から相手の情動的状態を推定するシステムです。

我々は生理学研究所の持つ脳科学的知見と横浜国立大学が持つ工学的知見を組
み合わせ、人間と機械がより高度に共感し合う「共感コミュニケーション」技術の実現に
必要な新たな人工知能の要素技術の研究開発を推進しています。
円滑なコミュニケーションを行うためには相手の情動的状態を適切に読み取ることが重要
です。このシステムは共感コミュニケーション技術の中核をなす技術の一つです。

生理研サテライト拠点は、「精神的価値が成長する感性イノベーション拠点」のサテライト
拠点として、知覚の可視化技術の研究開発を担当しています。2021年現在は４大学、
６企業（右図：緑表記）が参画し、研究開発に取り組んでいます。
COIにおいて生理研サテライト拠点は、知覚の脳メカニズムを明らかにする基礎研究から
モデル化を通じた社会実装と、社会性に関わるような人間的で複雑な情報をとらえる科
学的アプローチによる基礎研究の現実社会への応用を目指しています。
ここでは、感性イノベーション拠点の統合解析パッケージでも紹介されている２つの技術を
ご紹介します。
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KANSEIコンソーシアム参画企業様との協同開発

【目立つ部分】を定量化し、人がどこに目を向けるか・
注意をひかれるかを予測することができるシステムです。

視覚的注意の学術研究で用いてきたSaliency mapにリアルタイム処理技術を
施して、視線計測技術と統合することで、リアルタイムに”Saliency map”と視線
の同時計測を１台のラップトップパソコンで可能にしました。

（吉田, 2014を改編）

ユーザフレンドリーなパッケージの販売
プログラムの専門知識がなくても手軽に使っていただけるユーザフレンドリーなパッケージを
2021年度末に販売予定です。ユーザーのニーズに応じたカスタマイズや追加機能の開発
にもお応えしていく予定です。
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応用脳科学コンソーシアム参画企業様との協同開発

従来の表面的な理解／機械的な反応を行うAIではなく、人間
のコミュニケーションに基づく新たなAIの開発が必要と考えます。

共感コミュニケーション技術 共感コミュニケ―ションの技術は下図の１～３要素から構成される人間と
機械のコミュニケーションであると定義しています。

表情認識システムは、左図の[1]に該
当する技術です。
前処理、深層学習モデルを組み合わせ
ることで、実環境下でも有用な技術の
開発を目指しています。
さらに心理物理実験の知見を組み合わ
せることで、人間の認知メカニズムに基
づく更なる精度向上を図っています。

我々のシステムはマスク着用条件や外乱
光条件等といった社会実装環境を想定し
た状況下における精度向上アプローチやカ
スタマイズ性、脳科学的知見に基づく精
度改善等、独自のアプローチによる研究
開発を行なっています。
また、右表に示すように、他社とのベンチ
マークを適宜実施することで、本技術の評
価及び改良を行なっています。

参画企業を中心にシステムの社会実
装を推進し、その過程で得られた課
題に基づいて技術の更なる改善や新
たな要素技術の開発を行なってきまし
た。現在は企業の社会実装支援のた
めに技術のAPI化、DB化も推進して
います。
また、社会実装にあたって生じうる
ELSIへの対策にも取り組んでいます。

今後の展開

【本拠点及び本拠点の技術に関するお問い合わせ】
担当者（山崎） email: yamazakik(at sign)nttdata-strategy.com
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